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1研 究主題及び基本的な考え方

自分 の よ さに気付 き、学ぶ 力が高 ま る評価 の工 夫

1主 題設定の理由

総合的な学習の時間は、試行期間 を経て今年度 よ り全面実施 とな り、各学校では子 どもや地

域 の実態を生か した創意 工夫 ある学習活動が展開 されてい る。

本部会では、総合的な学習の時間 に見 られ る次の3点 について着 目した。

・主体的に問題 を解決す る能力や態度 を育てるとともに
、 自分 を見つめ、 自信を もち、 自己

の生 き方 を考えることをね らい とす る。

・各教科等 で身に付 けた基礎 ・基本 を総合的 に働 かせ 、生活 に結びつけていく実践力 を培 う

ことができる。

・「何学年で どんな内容 を指 導す るか」や 「育 てた い力」 「評価 の観点」な どを、各学校 が

独 自に決 める。

これ らの点を踏まえた上で、今年度の研究主題及び研究 内容 を設定するに当た り、指導上 の

課題 と子 どもの実態にっ いての意見を出 し合い、さ らに 『総合的 な学習の時間におけ る実態状

況(平 成13年 度 東京都教職 員研修 セ ンター編)』 を参考に して 、次の ような課題 を見いだ し

た。

【指導上の課題 】

・学習活動を通 して、子 どもに どんなカを身 に付け させ たいのか明確にす る。

・一人一人の活動を見取 り、その子に応 じた支援の仕方 を工夫す る。
・体験的な活動 を子 どもた ちの学びにつなげてい く

。
・評価を行 う上での観点や場面、方法を明確 にす る。
・子 どもが自分の考えを もつ こと

、課題の実現性や発展性 を見通す こと、活動を振 り返って

計画を見直す ことができるよ うにす る。

上記に示 した指導上の課題 を解決す るためには、子 どもが 自 ら課題 を見付け、その解決に向

かって学習活動 を展開 してい く中で、教師が個に応 じた適切 な評価 ・支援 をしてい くことが必

要 であ る。

なかで も私た ちが焦点をあてたのは、課題や学習計画、追究の過程 を子 どもが 自ら振 り返 り、

評 価 して改善を図 りなが ら、学習を 自分 自身ですすめた り実践 した りすることができるよ うな

教師 の評価 と支援である。 この 「自ら振 り返 り、改善 し、実践す る」 とい う姿勢は、総合的な

学習 の時間のね らいである 「自ら学 ぶ力を身 に付 ける」 「自己の生 き方を考える」 ことにつな

が る、極めて重要な要素だ と考えた。

以上 のことを踏 まえ、本部会では、子 どもが学習活動 を進 め る中で、自分の学びを振 り返 り、

よ さに気付きなが ら、 自分 自身で学び を確 立 していけるよ うな評価 と支援 の内容 ・方法 を明 ら

か に したい と考え、上記の よ うな研 究主題 を設定 し研究 をすす めることに した。
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2研 究主題について

(1)自 分の よさに気付 くとは

活動 を振 り返 る中で、 自分 の活動の意 味や価値に気付 いた り、活動の進 め方 を確 かめた り

す るこ と。

(2)本 研究 で捉 えた学ぶ力

本部会 では、総合的 な学習の時 間を通 して子 どもが身に付 けてい く力=学 ぶ力 を具体的 に

次の4つ に設定 した。

1学 ぶ カl

ii

'1働 き か け る カi、

人 、 もの 、 自然な どに対 して 、 自分 の意志 や

判断 に基づ いてすす んでか かわろ うとす る力
㌧ ノ

'1選 び 出 す カ1、

様 々 な方法 、考 えな どの中 か らよ りよい もの

を見つ ける力
㌧ ノ

・1組 み 立 て る カ 「 、

方向性や 見通 しを もって、考 えをつなげ た り、

まとめた りす るカ

＼ ノ

r1振 り 返 る カ1、

これま での活 動 を見っ め直 し、 自分 な りに価

値 付け る力
、 ノ

4つ の力を設 定す るにあたっては、次の3っ の視点に基づ いて考 えた。

○ 学習過程(※1)の どの場面 においても身に付 けたい力

子 どもが 自分の追究 してみた い課題 を設 定 した り、 さまざまな方法を使 って調 べた り、

わかったこ とを伝 えた りな ど、 どの学習過程 の場面において も必 要 とされ る力で あ り、ま

た身 に付 けることができるカで あると考 えた。

○ 子 どもの学ぶ姿がイメー ジで きる

どの ような活動内容 にも対応 し、それぞれの内容に応 じて具体的な子 どもの姿 をイメー

ジす ることが できる。 また 「生きるカ」を身に付 けることを担 う総合的な学習 の時間を通

して こそ、 よ り育む ことができるカである と考えた。

○ 子 どもの学びの実態 に対応 してい る

2年 間にわたる総合的な学習 の時間の試 行期 間の中で、学習活動 におけ る子 どもの実態

か ら、課題 と感 じている姿を出 し合 って分析 した。

(※1)本 部会 では どの単元に もあてはまる ような学習過程 を大き く次の3つ に捉 えている。

① 「つかむ」(テ ーマ と出会い、課題 を設定す る)

② 「むか う」(課 題 を追究 し、解決す る)

③ 「生 かす」(自 分の考えを もち、今後 の生活に生かそ うとす る)

なお、4つ の学ぶカの具体的な内容 につ いては、それぞれ の単元の評価 ・支援計画におい

て、評価 規準 とそれに達成 している子 どもの姿 として表す ことに した。
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(3)自 分 のよさに気付 くと学ぶカが高ま る

【子 どもの学ぶ姿】 【指導 と評価の一体化】

1自 分のよさに気 付 く

自分 自身の活動の価値 に気付 いた り、

活動の進 め方を確かめた りす る。

δ
1自 己評価能力を高め る1

自分の活動を振 り返 り、 自分の よさ

に気付 くことで、 自信や 次へ の意欲 を

もつ とともに自分 自身の能力や活動 を

客観的に捉 えることができ るよ うにな

る.、 こレ

1主 体的な学びの確立1

自分が進めている活動の方向を決め、

すすんで行動す るよ うにな り、 自分な

りの学びができるよ うなる。

u

ll学 ぶ力が高ま った姿11

1よ さに気付 く評価1

教師 は単な る励 ま しや ほ

め言葉 をかけ るのではなく、

個 々の内面 を受 け止める評

価、子 どもの活動 を価値付

け る評価 、子 どもの成果を

認め る評価 を行 う。

1評 価に応 じた支援1

評価規準に基づいた評価

によって子 どもの学習状況

を把握 し、あ らか じめ支援

の方法や手段 を計画す るこ

と。個 々の子 どもの実態に

対応 した支援 を行い、活動

を後押 しす る。

3研 究仮説と研究内容

本研究では、研究仮説を以下の よ うに設 定 した。

1研 究 仮 説1

各 単元の学習過程における学 ぶ力の評価規準 を明確 に し、それ に基づいて子 どもが 自

分 の活動の よさに気付 く評価 、子 どもの活動 を方向付 ける支援 を してい けば、 自信 を も

って取 り組 み、学ぶ力が高ま るだろ う。

1研 究 内 容1

(1)総 合的な学習の時 間を通 して身 に付けてほ しい4っ の学 ぶ力(「 働 きかけるカ」 「選び 出

すカ」 「組み立てる力」 「振 り返 るカ」)を 設定す る。

(2)学 ぶ力を評価 の観点 とした評価規 準を作成 し、各単元 ごとの活動計画 の中に、評価 ・支

援計画 として位置付ける。

(3)評 価 ・支援計画表 を活用 して授業 を行 い、適切 な評価 ・支援の内容 と方法を明確にす る。

・そ の子 どもな りの ものの見方や感 じ方 、考え方な ど個々の内面 を受け止め る評価
・子 どもの活動 を価値付け る評価

・子 どもの成果を認める評価

・課題解 決に向けて方向付 けた り、前進 させた りす る支援
・自己評価能力を高めてい くための支援

評価 をすす める際 に、教師 の評価 と子 ども自身による評価 の2つ の方向か らせま り、個 に

応 じた支援の在 り方を探 る。



4研 究構想図

」新 教 育 課 程 の β 背 ナ も の ……各学校において児童生徒に 「生きる加 をはぐくむ
・創意 工 夫 を 生か した特 色 ある教 育 活動 を展 開 す る

。 ・自ら学 び、 自ら考 え るカ の育 成 を図 る。
・蕃礎 的 、 基 本的 な 内容 の確 実な 定 着を 図 る。 ・個性 を生 か す教 育 の充 実 に努 め る。

「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の ね ら い

(D自 ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問gを 解決する資震や能力を育てること。

(z)学 び方やものの奢え方を身に付け.問 題の解決や探究活動
に主体的、創造的に取り組む態匿を育て、自己の生き方を考

えることができるようにすること.

総合的な学習の時間

先行研究からの課題

O育 てたい力を明確にする
○単元構成の工夫
○課題のもたせ方の工夫
O体 験的な活動を子どもの学び
にどうつなげていくか

O学 習をどのように生活に生か
していくか

小学校 学習指 導要領 第1章 総 則

第5の2「 評価 につ いて」

(1① 児童のよい点や進歩の状況な どを積極的に評価 すると

ともに.指 導 の過程や成果を評価 し、指導 の改善 を行
い,学 習意欲の向上に生かすよ うにすること。

子 ど も の 姿

0認 められるこ.とによって学習
の意欲が高まる
0自 分の考えをもつことが苦手
○課題の実現性や発展性に見通
しをもって進めることが苦手

○活動を振り返って計画を見直
すことが苦手

評 価 の 課 題

0一 人一人の活動を見取り、その
子にあった支援の仕方を工夫
する
○評価の観点や規準を明確にす
る

○効果的な評価方法を検討する
0適 切な評価場面を検討する

研究主題

「自分のよさに気付き、学ぶ 力が高まる評価 の工 夫」

自分 のよさに気付 く 旨導 評価

、学 ぶ カ

1勲 ＼ 藤1…熱
ど個々の内面を受け止め

る評価。 めざす児童像 ●課題解決に向けて方向付

●子どもの醐 を価値付け 「自 信 を も っ て 、学 ん で い く 子 」 けたり・前進させたりす

,る 評価。 る支楓

1・ 子どもの成果を鋤 研 舶 己評肋 を高めてい臼
ための支揺。価。

〕 〈研究仮説 〉

各単元の学習過程における学ぶカの評価規準を明確にし、それに基づいて子どもが自分の活動のよさ
に気付く評価、子どもの活動を方向付ける支搬をしていけば、子どもが自信をもって取 り組み.学 ぶ力
が高まるだろう。

<研 究 内 容>

r学 ぶ 力」 の 検討 、具 体 化

2.「 学ぶ カ」 を評 価 の観 点 と した 評価 規 準の

作成

3.評 価 ・支 援 計 画の 作成 と適切 な 評価 の 吟味

(自己評 価 、相 互評 価 、教師 の評 価 につ いて)

〈研究方法〉

○ 「総合的な掌習の時間」の課題検討、先行事例の分析
○自己評価 ・教師評価方法の資料収集
○評価方法の検酎

(自己評価カード、相互評価の実践と検討)
○評価の検証、児童の変容の追跡(検 証授業)
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皿 学ぶ力を高める指導 と評価

1指 導 と評価の内容

総合的な学習の時間は教師が 目標 を設定 し指導計画を立て、子 どもが自分で見通 しをもって

学ぶ ことができるよ うに してい く時間である。本部会は様 々な場面で指導 を行 う中で も、活動

した ことを振 り返 り身に付いたカを意識 できるように評価 ・支援 を中心に研 究を進 めて きた。

最初 に総合的 な学習の時間 を通して子 どもに身 に付 けてほ しい4つ の学ぶ力 を明確 に した。

次に学ぶ力 を観点 と した評価規準 を作成 した。そ して、教師 か ら見て指導 を充実 させ るための

評価 と、子 どもが自分の活動 を振 り返 ることのできる 自己評価 を中心 とした評価 の手順 と方法

を考 えた。

4つ の学ぶ力を観 点 として、学習過程にそった評価 規準表 を作成す る。

1①教師の評価

礁

に応 じた

,.評 価 ・支援 を考 えて お く

頑
ア 評価 ・支援計画 の作成

評価規準表 に基づいて、単元 ごとの評価1

規準 をつ く り、達成 したい子 どもの姿、支

援 を考 えてお く。 そ して、活動計画 にそっ

1て評価 ・支援計画を作成 し、授業で活用す
1

る 。(8へ.一 ジ,12へ ㌧ ジ 参 照)

イ 授 業における評価

評価 ・支援計画に基づいて、一人一人の

子 どもの学習状況や 実態 に応 じた支援 を考

える。個別の学習状況や教師の支援 内容を

i書き込んだ記購 などを前もって作成 し授

業 中 や授 業 後 に活用 す る。(9へ㌧ ジ,14へ ㌧ジ

参 照)

②子ども自身による評価

黍4鰯 講'
嘩 鐸1鶴 二警 ・ξ

i自己評価噸

も藤鶏臨 、

ア 自己評価

自分の活動 計画 を明確 にす る とともに、

自己評価 を行 い、次回の見通 しをもつ こと!

ができるよ うな、 自己評価カー ドを作成引

る。 自分の 目指す学ぶ姿 に向かって 自己評

麺劉翻軌L価 を積み重ね、自己評価能力 を高 めてい く。

、幽 翫(10ペ ージ,18{ジ 参照)
1

イ 相互評価

発表の場面で相互評価 を行 うだけではな

く、単元 の途中で意図的 に評価す る場 を設

定す る。子 ども同士で よさを認め合 った り

調 べている内容に質問や助言 をし合 った り

して 、学 習 を深 め てい く.(11ペ ージ,22ぺ!

ジ 参 照) .」
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2学 ぶ力の評価規準

本部会では総合的な学習の時間を通 して育成 したい4つ の力 を観 点 として、学習過程 に応 じ

た評価規準を設 定 した。

《本部会が設定 した評価規準表》

つかむ, むかう, 生かす
学 習 過 程

自分の もっているカ に気 今までの経験を生か して、 身に付いたカに気付 き、生

付 き、新た な課題 を もつ 様々な方法で追究す るこ 活に生かそうとする。
育てたい

4つ のカ こ とが で き る。 と が で き る。

・問題意識 をもって体験 ・自分 の決 めた方法 で調 ・自分 の考 えを もっ て 自

や観察 に取 り組む。 べ る 。 ら関 わ ろ う とす る。

働 きか けるカ
・必 要 な情 報 を も とめ、 ・自分な りの考えを伝 え

互いに清報交換をす る。 て 、意 見 交 流 をす る。
1

・経験や既習の知識 をも ・必要な情報 を選び整 理 ・自分の取 り組 んできた

とに追究する課題を考 す る 。 活動 と生活 とのっ なが

選び出す 力 え る 。 りを見付 け る。

・様 々な追 究方法の中か ・友 達 の活 動 と比べ て、

ら適切な調べ方を選ぶ。 共通点 ・相違点に気付 く。
1

■

・興味や 関心をもとに 自 ・選んだ情報 をも とに自 ・根拠 を示 しなが ら自分

分な りの課題 をつ くる。 分 の 考 えを もつ 。 の 考 えを ま とめ る。

組み立て る力

・見通 しを もって計画を ・意見や助言 を もとに計

立 て る。 画を修正す る。
■

・今 まで学 習を して きた ・活 動 して きた こ とをた ・自分の取 り組 んできた

ことや、 自分 の生活を どりなが ら次のめあて 活動を意味付け る。

振 り返 る 力 思 い 起 こす。 を も つ 。

・自分 にで き る こ とか 見 ・追究可能な課題 である

直す 。 か見直す。

今後の生活 ・学習の中で

・単元終了後、身 に付いた力が家庭や地域での生活 に結び付いた り、次の学

習 につながっていた りす る場面がある。その よ うな子 どもの姿 を教師が認

め、価値付けていく。

この評価 規準表 を基に し、各学校で子 どもの実態や学年の発 達段階 を踏 まえ、単元の内容に

応 じた評価規準を作成する。
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3教 師の評価

(1)評 価 ・支援計画の作成

教師が子 どもの活動への価値付 け、方向付 けを適切かつ効果 的に行 うために単元 ごとの評価

規準を作成 し、それ に基づいて学習過程にそ った評価 ・支援計画を作成す る。

《評価 ・支援計画の作成例》

名

標

元

茄

単

単

評価規準

人に も自然に もや さ しく 一住みやすい街みなみ野一

この街 に住む一人と して、 自分 もこの街 をっ くっている一人であるという自覚

が もてるようにし、今 自分ができることがあることに気付 き実行できるように

する。

【7へ%シ'の評価規準表 をもとに単元 ごとの評価規準 を作成する。】

; 層

つかな むか う 生 かす 、
= 働きかける力 課題について周 りの人 と 自分が決めた方法で調べる

.

自分の考 えをもって行
; こ とがで き る。 動す る ことが でき る。 団

縢 雛 糠魯あ知識調べた情報の中か ら必要な
■

調 べ た こ と、 考 え た こ ・
i か ら課題 を考えることが 情報はどれか考え取捨選択 とを効果的に伝えるこ i

で き る。 す る ことがで き る。 とが で き る。

〒

《
選び出す力 課題を解決するためのよ 自分 の取 り組 んで きた,

りよい調べ方を考えるこ こ とと、 自分 の生活 と

き とが で きる。 のつな が りを見つ ける …

≧

ことが で きる。
1 追究の仕方やまとめ方の 選 んだ情報を もとに 自分 の 根拠を示 しながら自分

1

…組み立てる力 見通 しをもって課題 を設 考えをもつ ことができる。 の考 えをま とめる こと,
}

… 定した り計画を立てた り がで きる。
…

することができる。 iP
…

めあてにあった課題 、計 自分の追究活動 を見直 し、 自分が 取 り組んで きたi
陛i振 り返る力 画であるか見直すことが 次のめあて をもつ ことがで 活動を意味づけること霧

購`… ■ 薗'一 〔

で き る9 _、 叢轟 。、_____…_. 連瀬 叢糞露一一____ 華1
一一 一 「「w}

評価 ・支援計画 【評価規準に対応 させてそれぞれの学習過程 にお ける具体的な子 どもの姿 を

想定 し、評価 ・支援 の内容や方法 を考 えてお くことによ り、適切 に評価 ・

支援で きるよ うに し、一人一人の活動 を充実 させ る。】

き

働 きか ける力

選 び出す 力

つ か む
'先 生

、 友 達 、 先 輩 に 相

談 す るD

取 材 先 へ 依 頼 を す る 。

國 今 まで の出来 事 を想起
さ せ る 。

中 学 生 と の 交 流 の 場 の

設 定 。

取 材 先 へ の 依 頼 。

取 材 の 仕 方 の 指 導 。

固 学 び の道筋 カー ド
発 一

評価規準に達成でき

む か う
'実 際 に 人 と ふ れ 合 っ た り

自 分 で 確 か め た り し な が

ら 調 べ る 。

積 極 的 に 質 問 す る 。

相 手 や 内 容 に 応 じ た 伝 え

方 を す る 。

園 活 動 の よ さ を 認 め る 。
日 常 的 な 情 報 交 換 の 場 、

意 見 交 流 の 場 の 設 定 。

囲 学 び の 道 筋 カ ー ド
行 動 観 察 記 録 ノ ー ト

る よ う に す る た め の 支'よ り よ い 活 動 の 仕 方 を 考

援 の方 法 を考 えて お く。 え る こ と が で き る
。

些とを 鯉 覇 趨 難 灘 罐黎 ㌘
國 追 究 の 仕 方 、 活 動 の 仕 園 調 べ 方 の 相 談 に の る 。

方 を 一 緒 に 考 え る 。 わ か っ た こ と.考 え た こ

中 学 生 と の 交 流 の 場 の と を し っ か り 記 録 し て お

設P.._.く よ う 助,言 す.る 一。._.

生 かす

自分が決 め た方 法で
発表す るO

発 表 内容に添 った意

見

國 評価規靴 達成し

て いる子 どもの姿を

考えてお く。

介

子 ども
す る。

固 学 びの道筋 カ ー ド
日 記

趣 峯'

'効 果 的 な 表 現 方 法 を

考 え る 。

自 分 が で き る こ と を

考 え る 。

園 デ ィ ベ ー トの 指 導 。
発 表 の た め の チ ェッ ク

シ ー ト の 作 成 。

日常 の発 表 の蝪 で 意 見

圏 達成 している子どもの姿 國 支援 固 評価方法

一8一



(2)授 業の評価 ・支援の実際

前ペー ジで、単元の最初に評価 ・支援の全体計画 を立てる ことを説明 した。教師 は毎時間の

授業 に向けて、子ども一人一人 の活動内容や活動状況な どを記入す るための記録簿 を作成す る

ことが大切である。その ことによって、授業中、授業後に一人一 人の子 どもに応 じた適切 な評

価 ・支援 をす ることができる。

《教師の記録簿を授業で使用 した例》

単 元 名 向原のすてきな人 見つ けた

単元 目標 地域に住む様々な人 とのかかわ り合いを とお して 、自分を見つめ直 し、 自己の

生活に生かそ うとする心 を育てる。

「教 師の記録簿への記入例 」
'

子 どもの この時間の活動

容を きちん と把握 してお く

本時のね らい ゴ ミについて 自nめ た ・ 調 べ ることが〆 る・

子 どもの本時の活動 予定を基 に

個 に応 じた支援 を考えてお く。

_一一一一7～ 一

名 前 単元の課題 学 ぶ 力 本時 の取 り組み 本時の支援 本時の活動の様子

働 選 組 振

Y.A 道 にゴ ミを

捨てない町

A A B A ゴ ミ集めの仕方 を

調べ る。

収集場所の表示 に気

付 くよ うにす る。

収 集 の仕組 み をす

る。(組)

1.E 向原の リサ

イ クル

B B B B 町 の 人 ヘ イ ン タ ビ

ュー をす る。

イ ンタ ビュー の 内 容

をチ ェ ックす る。

自ら進 んで 質問 を

した。(働)

K.S 身近な物の

リサイクル

A B A B リサイ クル セ ンタ

ー で活 動。

何を調べ るかを明確

にする。

牛乳 パ ック に着 目

していた。(選)

轍 一 燃 ▼ 一 一.

Y.T 学校の ゴミ

を減 らす

B B A A 主事 さん に話 を

聞きに行 く。

メモ を持 っ て 、話 を

聞 く よ うにす る。

要点 をメモ に書い

ていた。(働)

H.K 身近な物 の

リサイ クル

A B B B リサ イ クル で き る

もの を調 べ る。

調 べ 方 の確 認 をす

る。

ペ ッ トボ トル に 着

目 して い た。(選)

ノ i

授業 中に気が付 いたことを4つ の学ぶ
カに合 わせ て簡 単に記 入す る。授 業後、
子 どもの 自己評価 カー ドへ支援 の言葉を
書 くときの参考資料 とす るc

現在 の子 どものカ を把握
してお くことで、 さらに伸
ば したいカや支援のポイ ン
トが明 らか にな る。

授業後 、 この記録簿を見た り、次ペー ジで紹介す る子 どもの 自己評価カー ドに 目を通 した り

す ることによって、次の時間 の個 に応 じた支援が明確になってい く。
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4子 ども自身による評価

(1)自 己評価 について

自分の学びの道筋を視 覚的 に見 ることができ、子 ども自身で活動 を振 り返 り次の活動に生か

す こ とができ るよ うな 自己評価 カー ドを作成 した。評価 す る時間を短時間に して、活動の満足

度や進歩が明 らか にな るよ う以下の2つ のカー ドを使 った。

①学びの道筋カー ド

・学習終了時に記入す る。

・あらか じめ教師がめあてを掲示 してお く
。

・4つ の学ぶカ にあった活動 を行 った場合には教師がシール を貼 るなど評価 する
。

4つ の学 ぶ 力 の め あて を書 く。

前時 に今 日の 学習 の

め あて を記入す る。 活 動 を 振

学 友だ り返 り自分 での

計画 楠 縫 騰 塁 馨
の 位 置 を決

める。

4つ の学 ぶカ に合わ

満 で ら ヒ友

き うン だ せ て ・ 身 に 付 い た 力

た で る計 た こ トち き す ンだ を 教 師 が 評 価 す る 。

足 。き こ画 とを か な こ トち

な と を が も ら い と をか

か が進oが 生 ら度 'め

友 達 の ア ドバ イ ス や よ か

っ た と こ ろ な ど書 い た も の

い 一一一 を は る。

友

だ
ち

か
ら
図
書

室

に
関
係

あ
る
本
が
あ

る
と

い
う

ヒ
ン

ト
を
も
ら
っ
た
」

今 日 一 番 が

ん ば っ た こ

と 、 わ か っ

た こ と を 書

く。

②振 り返 りカー ド

各 学習過程(つ かむ ・むか う ・生かす)が 終了 した ときに行 う。

学 びの道筋カー ドを見なが ら振 り返 り、 自分の力が どの くらい伸び たかを意識する。

＼

振 り返る力)

動 しきた ことをた ど りな

ら、次 のめあて をも

とができる。

曇むか う段階終了時の振 り返 り璽

1カ ー ド

＼＼

(働きかける力)

自分が決めた方法で調べ ることができる。

大 きい数 字 ほ どカ がつ いて
いる と自己評価す る。

＼
＼

(選び出す力)

必要な情報 を集 めて、上手に整理するこ

4つ の学ぶ力 の具体 的な

あて を提示する。

(組み立てる力)

活動 してきたことから、 自分 の考 えをもっ

ことができる.

/

ノ

io



(2)相 互評価 について

相互評価の機会を設定す ることによ り、情報交換 を行 うことや 、互いの よさを認 め合 った り

助言 を し合った りす るこ とがで きる。そ こで単元の途中での中間報告 会や単元 の終わ りの学習

発表会におい て相互評価 の場面 を取 り入れ ること とした。

① 中間報告会

自分が取 り組 んで きた ことを友達に報告

してア ドバイスをもら うことや 、情報交換

をす ることによ り、計画を修正す ることや

再度方向付けす るこ とな ど、今後 の活動に

生か してい くことがで きる相互評価 を行 う。

②学習発表会

自分が取 り組 んできたこ とを振 り返 りな

相互評価を適宜取 り入れ る

ノ'墾

が ら発 表 し、互 い の 意 見 を 交換 す る こ とに よ り、 友 達 の 質 問 に 答 えた り、認 め合 っ た りす る学

習 の ま とめ の 場 と して行 う。

《中間報告会の例か ら》

4つ の学ぶ力 を子 どもに提示 し、中間報告会の中で、認 める(友 だちの活動 を価 値付 ける)

・質問す る(自 分 の活動 と比べ て、質問 をす る)・ ア ドバイ ス(自 分 の活動か ら情 報 を提供す

る)の3種 類 のカー ドを使 いなが ら、相互評価を行 う。

① 中間報告会 の前に量亘 叢 を完成 させ、掲 示 し始 めた段階。

計画書を

書いたけ ど、

どうかな?

見蓮 しを もち 、活 動 を進 め一.

て い く ときに、 計 画書 を 掲示`

しい つで も振 り返 る こ とが で

き る よ うにす る。 自信 を持 っ

て 活 動 を して い くた め に … ・

子 どもたちは 自分 の経験や もっている知識 の中で課題 を解決 しようと努力す る。その ような

ときに、友だちの活動 に 目を向けて よさに気付いた り、自分の活動 と比べ なが ら生かせ るとこ

ろを探 した りでき る機会 を、 日常か らもつ よ うにす る。

② 中間報告会を通 して、友 だちか ら相互評価 カー ドをも らった段階
　
ミくアセぬゆゆゆげ ぬれゆゆ

㌻'・ 罎'
L㌔ 玉爵4● 鳳 ・穐 ●=、・、(噛. 」ぞ

こん な に

ア ドバ イ ス を

も ら え た よ 。

今 までは自分の活 動だけを

意識 していたが、友だちの活

動 に気付 くことや、認め合 う三

学習 を進めてい く。

中間報告会 を行 うこ とによ り、ア ドバイスをも らって 自分の活動 を見直 しさらに よい方法 を

考えた り、友だちに認 め られ ることによって 自分の活動に 自信 をもった りす るこ とができる。
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皿 実践事例
●単元の

事例1 「活動計画/評価・支援計画」に基づいた実践例 (5年 世界の味パーティー)

①外国の
②外国の
③友達と

自己評価 カー ド1

(学び の道筋 カー ド)

●活 動言 画/評 価 ・支援 計 画(全172/s時 間)(、 卍 『第1次 の 流 れ 、■ ■ ■ 囹 ■●〉 第

過程 っ か む1む か う

課 題 を見 つ け よ う!(2)(1)調 べ よ う!(4)(6)

驚
篇

巴
篇

門
●
騎群
彗

伽£

『「響7
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「

i

E

』
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」
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の一　

一鵬讐 {
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　一=㎜ …日

一 篇 嗣

囲

魎=　　

垂 }
=
.　 一

、

」

一…　

　
」

・

蝿

・

※P10参 照

自 己評価 カー ド2

(振 り返 りカー ド)

学

習

活

　ロロあドヤ
r恒界の聴ハーテイー」の学瞥を盗り返つて

一
■慮9耐`零

　 　 ロめ のサ サ
粥 噺 二'"'

。.麟r藝 …

z・

i・ 一 層÷ …i

6

●

ur,,.

※P10参 照

動

馳
一・ ○これ まで に先輩 た ちがやって きた

活動の様子 の写真 を見る。

亨 く 閣 ■麗 醐 圏開 ■胴
囹

｠

圃圃○感想や疑 問を もつ
。｠

一凹Oや ってみ たい ことを考 える。

計画 カー ドに記入す る。 ■「日

厩ループを決めるi___。.___
1團O共 通 な課 題で グルー プを分 ける。

塁=… 圃ゆ 魎 ∋… … … 圏圏圏

囲

活 の計画を立てる 奮直歪 ゴ

O調 べ方 を考 える。

Oグ ループ で相 談する。

○計 画カー ドに記入する。

魎}・
Oそ の国の食文化 につ いて調べ る。

(内容)作 り方 、材料 、マナ ー、

食器 、歴 史 等

(方法)本 、イ ンター ネ ッ ト、

人 に聞 く、街 に出る 等

○調 べた ことを記録 してい く。

(学習ファイル)

國

達

成

し

て

い

る

子

ど

も

の
姿

殉
p
剛」

劇昭
…㍊滋…　

コ

面図
支
援

圃

評
価
方
法

働
き
か
け
る
力

選
び
出
す
力

組
み
立
て
る
カ

振
り
返
る
カ

○そ の国の文化 、地理 な どについ て

調ぺ る。

(内容)衣 食住、場所、気候 、言葉、

人、歴史、事件、 国旗 等

(方法)本 、イ ンターネ ッ ト、

人に聞 く、町に出 る 等

○調べ た ことを記録 してい く。(学 習 フ

騒i難i羅 轍i藝自己i聾鱈
叢蕎 塀舘誓易簿勧斎 茜蒔蒔=ド、'
0ノ ー'0ノ 虚,一'一,--一'一'一'眉'0'望"一'響,

つ か む

友 と情報 を交換 しなが らよりよい課題 を見つけ よ うと

してい る。

圏
友達の考 えを聞きあ って、課題設定の参 考に させ る。

行動観察 、反応 杷握、 自己評価 カー ド

r

し

学習 した こ とを

む か 軸

自分の えを友達 に伝 えて いる。

計画に基づ いて調べ てい る。

発言 を促 した り、 自分 で納得 して進 めて

計画の確認 を した りして、 めあ てを しっ

行動観察 、反応把握 、学習 ファイル、 自

欝 灘;1難難1難
に どうなるのかを考 え させ る ように助 言す る。

固 計画 カー ド、行動観 察、反応把握、 自己評価 カー ド

羅欝 慈羅1灘欝 騒掌贅辮 難鰹

耀 ζ評価勲7体雌 ψざと凝 諦 ・支蟹 鶉

一12一



ね らい

文化 に関 心 を持 ち、理解 しよ うとす る。

文化 を理 解す るための方法や手段 を考 え、実践す る。

協 力 し合 い 、安 全に留意 して活動す る。

2の 流れ)

Oこ の単元における評価 ・支援
① 自己評価………学びの道 筋カー ド(毎 時間 の最後に)

振 り返 りカー ド(活 動 の節 目に)

②相 互評価………友達の よ さや 疑問点 を伝 える(発 表 時に)

③ 教師の評価……行動観 察、反応 把握 、面接 、偲人内評価 カー ド、

評価 計画に基づ く教師の声か け

生 か す

亟 ・・
○パーテ ィー の準備をす る。

・材料 をそろえ る

(食材 、調 理器具、食器 等)
・装飾 の準備 をす る

(卓上、BGM,衣 装 等)

発 表 しよ う!(42/3)

ご;…::運一 テ ィー を 開 く

※は じめに6年 生が5年 生 を招待す る。

※次 に5年 生が6年 生 を招待す る。

O装 飾 をす る。

O調 理 をす る。(保 謹者の協 力)

O友 達の発表か ら学ぶ。
・おい しか った料理

・興味 を持 った国 、地方
・発表の方 法

0お 互い に感 、 一LA'

相互評価 カー ド

■ 咀 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 圏 次の課題の参考にする

璽 表会の準備をす る

アイル)

○集会 の準備 をす る。
・OHP 、 ビデ オ、模造紙 、

展示 品、写真 等

○人にわか りやす くまとめ る。

生かそう

団 國 日 ■a

国

口

Oパ ーテ ィーか ら学 んだ ことを生か して、

次の学習 の計画 を立て る。

O興 味 を持 った国や地方にっい て、調 べた

い こ とを考 える。

● ●
・◇

発表会 を開 く ※国際理解集会の場を利用して発表する。
○友達の発表から学ぶ。

●_Oお 互いに感想を伝え合 う(甑 諦 カード
'''"陰 「

興味、関心を広げる

○他の国の文化や 地理な どに興 味を もつ。

○ 自分の調 べた国につい て、 さらに くわ

しく調べたい とい う意欲 を もつ。

学んだことを他の学習に生かす

○学 んだこ とを他の学習や活 動の中で関連

づけて活用す る。

J

いるか確認 した りす る。

か りつ かむ よ うにする。

己評 価カー ド

調 べ てあ る。

を得 よ うとしてい る。

む

せ た りす る。

己評 価 カー ド

考 え をもってい る。

認 し、状 況に応 じて改善 を促す。

己評 価 カー ド

い て 自分 の成果 を振 り返 っている。

の子 の よさ と して伝 える。

生 か す

学習 した こ とや、友達 の活 動か ら得た思 いを もとに、 自分のや ってみ

たい こ との実現を 目指 して次の課題づ くりを進 めて いる。

國 もっ とや ってみたい ことはな いか 、もっ とや りたかったこ とはないか、
や りた くなった ことはないか投 げかける。

囲 行動観 察、反 応把握、学習 ファイル 、相 互評価カー ド、自己評 価カー ド

箇
自分の学んで きたことが生活 の中で生かせ る場 面を意識 してい る。

生活の 中で活用 でき る場 面や 、学ん だ ことをどんな ときに実践 してみ

た いかを考 えさせ る。

巨ヨ行 動観 察 、反応把握 、学習 ファイル、 自己評価 カー ド

わか や ま めた 愚 んだ こ の

方 法を考 えさせ る。

3こ が ・

調 べ た ことが より効 果的 にま とめ られ た り、わか りやす くな るよ うな

固 行 動観察 、反応把握 、学習 フ ァイル、 自己評価 カー ド

自己評価 カー ドで自分の学習の成果を実感 し、次の意欲につなげている。

自 評 カー ドや 互=1カ ー"か'忍 け れ か った こ 翻

めた り にr,し た り

行動観 、反応 把握 、 自己評価カー ド、相 互評価カー ド、面接

ヘ

ヨ

メ

達

成

し
で

い
る

子
ど

も

の
姿

ノ
〆

ー

ー
…
ミ
へ

具
体
的
な
支
援

評価方法
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●授業における評価の実際

D評 価 ・支援計画を もとに した個別の記録簿1

前述 の 「評価 ・支援 計

画 」 は単元 の活 動計 画を

立 て る と同時 に作成 し、

実 際 の授 業の前 には 、さ

らに個 に応 じた計画 を作

成 してお く。右 の表 は座

席 表 を利用 した記録簿 の

例 で あ る。そ の時間 に特

に重 点的 に指 導 した い と

考 える児童 につ いて は太

枠で 囲ん だ り、網掛 け し

た りす るな ど して予 め決

め てお き、 計画的 に評価

す る。 座席表 の上段 には

個 の 実態や これ まで の活

動 内 容、評価 な どを、下

段 にはその児童の達成目

標や支援などを記す。

ブラジル(ブ ラジル風鮫子)

Y.A【 選 △】

本 で人 口を調 ぺ る。イ ン

ターネ ッ トでは上 手に調

べ られ ないa

【選 】調べ方を工夫する。

【支 】 イ ンターネ ッ トで

の翻 べ方を指 導 した り、

図書 を 紹介 す る 。

K.S【 選○ 】

本で ブ ラジルの言 葉 を調

べ る。イ ンター ネ ッ トで

は収穫な し。

1,A【 働0】

ブラジルに祖母が いて夏

に訪 れてい る。イ ンター

ネ ッ トでは収穫 な し。

【組 】網べた ことを上 季

にま とめる。

【支 】得た盗料 をき ちん

と理 解 して いるか確認 す

る。

Y.Y【 働△選△】

イ ン ターネ ッ トで上 手に

調べ られな い。友達 の調

べたことを写 して いる。

ベル ギ ー(ワ ッ フル

S.N【 働○】

友達 が調べた ことを もと

に模 造 紙 に ま とめ て い

る。

【組 】調べた ことを上手

にまとめる。

【支 】 まとめている 内容

を理 解 して いるか確認 す

る。

匝 記録簿 を生か した指 導の例1

(1)イ ン タ ーネ ツHで 謂 べ τ`1る 班 童 に …

匡璽 知 りたいことをなかなか見つ けられないでいる時
→ 匡圏 あき らめないで、他の方法で も調べてみよう。友達 と一緒 に調べた り、知 っている人に

教わ った りして もいいよ。

匡璽 良い資料を見つけて喜んでいる時

溌 懸.翻

→ 匡璽 その資料 どうやって見つけたの?す ごいね。調べ方を友達 にも

教えて あげてね。
→GI,7・ や り方をとて も一 し べ 一 本

縣

この児童は、 このあと自宅で母親 にも手伝 っても らって、料理の練習

魁 を してきた。パーテ ィー当 日はは りきっておい しいカ レーを作 り上 げた。

(2)麓 這 舐1ご調 べた ことを まとめ τ`1る 児量 仁…

匡璽 自分のやるべきことがわか らず活動できずにいる時
→ 医國 今日やることをグループで確認して、仕事を分担しよう。

自分のや りたいことをみんな に伝えてみようね。

匡互 璽 調べたことを効果的にまとめられずにいる時
→ 匡國 とってもたくさん一べて ね どんな にまと て

たい?な ご んでみよ うよ

この児童は、「調べたことの中には無駄なものも多か ったので、考えなが ら調べようと思 う」と、

あ とで活動を振 り返って いた。

●考察

「評価 ・支援 計画」 をもとにして、実 際の授業の前には一人一人の活動 に沿 った個別 の

「評価 ・支援計画」を作成 した。 上記 のように これ までの活 動の様子や 評価 の記録を蓄積

し、それ に基づ いて毎時 間10名 前後 の児童 につ いて重点的 に計画 を立てて授業 に臨んだ

ことによって、一人一人を丁寧に見 取 り、よ りきめ細かな指導が可能 となった。
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事例2子 どもの活動を4つ の学ぶカi価 値付けする評価の例

(5年 人にも自然にもやさしく一住みやすい街みなみ野一)

○評価 ・支援計画をもとに子 どもたちの活動 を見取 り、4っ の学ぶカに価値付 けした。また、子
どもたちにも分か りやすい言葉 で学びの道筋カー ド(10頁 参照)に4つ のカ を提示 し、それを
意識 しなが ら活動できるよ うに した。 以下に 「むか う」過程にお ける評価 ・支援の実際 を紹介
す る。

●単元のねらい この街 に住 む一人 として、 自分 もこの街 をつ くっている一員である とい う自
覚がもて るよ うに し、今 自分にもできることがあることに気付き実行できるよ
うにする。

●各学習過程における 「達成 している子 どもの姿」
つ か む む か う 生 か す

働 1先 生 、友達、先輩 な どに相談 をす ■実際に人 とふれ合 った り、自分で確か O自 分 が決 めた方法 で発 表す る こ と

き る こ とが で き る。 めた り しなが ら調べ ることがで きる。 が で き る。

か ・取材 先 への依頼 をす るこ とがで き
一一

ヨ塑L1-・ ●発表内容 にそった意見交流ができる。

け る 。 ●積極 的 に行動 した り質問 した りす る ●自分 が で きる こ とを実行 す る こ と

る ことが で きる。 魎 ・ が で き る。

カ ●友達 と協力 して行動することができる。 O身に付けた知識を生活の中で生か
●相手や 内容 に応 じた伝 え方ができる。 す ヤ とが で き る。

選 ●自分で追 究で きる課題 を考 え るこ ●よ りよい活動 の仕方 を考 えるこ とが 1効果的な表現方法を考えることが

び とが で き る。
〆 『 、

で きる。 事塵, で き る。

出 1聞 きたい こと調 べたい ことを決 め ●調べ方の軌道修正をすることができる。 .自 分 が で きる こ とを決 め る こ とが

す る ことが で き る。 1調べた情報を活用の仕方を考えなが で き る。

力 ●取材先 を決 めることがで きる0 ら整理す る㍗とができ る. ・次の課題 を考 えてい る.

組 1調べ 方や広 め方 のイメージ を持 っ .調 べ た内容 を 自分な りに分析 し、 ま ●調べ た 内容 を 自分 な りに 分析 し、

み て課題 を決 める ことができる。
r(、

と め る こ とが で きる 。1事 例4、・一一一 ま とめる ことがで きる。

立 ●広 め方深 め方を考えなが ら計画が .自 分の考 えが もつ ことができる。

て 立 てるこ とができる。 a新 た な疑 問を もった り、調査 方法 を

る 考 えた りす る,と がで きる。1〔重繭1

振 ●自分にで きる課 題、活動計画 であ ●学 び の道筋 カー ドに記入 し、次の め ●学 びの道 筋カー ドに記入 し、次 の

り るか 、活動 を想 定 しなが ら見直す あてを もつ ことがで きる。 事塵 ・ めあてを もつ ことがで きる。

返 こ とが で き る。 ●活 動 の よ さに気 付 くことができ る。 ●活動 の よさに気付 くことが できる。

る
カ

●計画が具 体的な もので あるか見直

す ことができる。

・
、輌 ㌃ ・一一r一

●自分 の成長に気付 くことが できる。

●評価 ・支援の実際

⑧1ね ば り強 く活動 し、活動に広が りカミみ られた例(働 きかける力)1

子 どもの姿
ク リニ ックセ ン ター でイ ン タ ビュー しよ うと思 った けれ ど、ハ プ ニ ン グがあ

って とれ な か った。 今 度 か ら しっか り連 絡 を取 っ てお こ う と思 っ た。

(学 び の道 筋 カー ドよ り)

教師の

評 価 ・支援

お年 寄 りに とって住みやすい街 につ いて調べている子が、近 くの ク リニック
セ ンターに、お年寄 りが大勢い らっしゃるのではないか と考え、イ ンタ ビュー
に行 くこ とに した。一度連絡 を したのだが、趣 旨が うまく伝 わってお らず、イ
ンタビューができなかった。その後、子 どもたち と相談 をして、患者 さんや ク
リニ ックに迷惑がかか らないないようにするため、待合室でのイ ンタビューで
はな く、ア ンケー ト用紙 を置かせても らえるよ うお願い に行 った。 アンケー ト
用紙を置かせ ていただいただ けでなく、先生か らお年寄 りの患者 さんのよ うす
や、 日頃話題 にな っていることなども詳 しく教えていただき、その後 の活動が
バス路線のことにも広がった。

活動の変容

クリニ ックセンター の先生か ら 「患者 さんか らバス路線が1本 しかな くて不
便だ と相談 され る」 とい う話 を聞いた。 どの くらいの人 がそ う思ってい るのか'
調べて、バ ス会社 の人 にも言 いたい と思 う。整体院に も電話 をして、ア ンケー
ト用紙 を置 かせ て もらいにいった。一度ハプニングがあったので ドキ ドキ した
けれ ど、一生懸命説 明をしてお願いすることができた。(学びの道筋カー ドより)
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⑧ 憤 問ができたことにより話 動が積極的になった例(働 きかける力)1

子 どもの姿 盲学校 に行きました。体験はできま したが、質問はできませんで した。

(学びの道筋カー ドよ り)

教師の る孟ぢ醗聚b弾 お甥纏 耀崩犠麓 勢 響篇 譲襲
評価・支援 書妄罐 鞭1ま襲難 髭罐 潔 麟 麓e灘1學 聯

校 内を分担 して案内する とい う活動 を計画 し、身近 に接す る中で気軽に質問が
できるようにした。

活動の変容 や艦 窒薙 野*繍 謂 講 誌 説わかりま臨 お金の区別は・大きさ1

00さ んを ご案 内 した とき、す らす ら歩いていたので 「すごいなあ」 と思い;
ました。(学 びの道筋カー ドよ り)i;

㊥ よりよい調べ方が考えられた例(選 び出すカ)1

子 どもの姿

a
教師の

評 価 ・支 援

活動 の変容

学校のいろいろなところを、ギブスを付けて歩 いてみた。階段 は上 りよ りも
下 りの方が こわ くて、ふっ うの道 も歩 くのが大変だった。

(学びの道筋カー ドよ り)

導懸i
l

調べ方 はギブスだけでいいのか と子 どもたちに問いかけた ところ、中
学生が体験 をしたと言 うニュースを見た ことがあるか ら、中学校の先生
に聞いてみ よ うとい うことにな った。その後 中学校 にあるシニア体験セ

ッ トを借 りて体験を した。

諺磐鰹騨 難齢 糠 遜宗覧辮 艦 轟 馨
になる。 中学校に行って聞いてみたので、いろいろな体験ができた。

(学びの道筋カー ドよ り)

⑧ 匝 タビューでわかったことを確かめて、自分の考えをもとうとしている例(組み立てる力)1

子 どもの姿

教師の

評価 ・支援

活動 の変容

㊥

今までたくさんインタビュー をしま した。 そ してわかってきた ことは、同 じぐ
らいの年 の人は思 っていることがだいたい同 じと言 うことです。老人は坂 のこ
と、女性 は店の ことな どとなっています。本 当にそ うなのか、確かめに も行 き
ます。(学 びの道筋カー ドよ り)

インタビュー した内容が、年代別に丁寧 にま とめ られていた。インタビュー し
たことを確 かめに行 くとい うことなので、どの よ うに確かめるのか相談 をした。

道路については、幅や長 さをを測ってみ ることに した。

今 日は、道 路について調べま した。広か った りせ まかった り、長い坂 もあ り
ました。3丁 目は坂 が多かったです。

坂の距離 を測 りま した。長い坂が多かったです。 自転車を引いて上 る人が、
4～5人 いました。(学 びの道筋カー ドよ り)1

・二'駿鄭 顎 ぴ 魑聾鱒 ゴ
_拙.亭 一・ ・簿 ・・鷲 、一 ・ ・り 腔 武r-・ 般'=箔 船 磁 炉瀞 騨 二騰;器 携 二c.=,3・ ・3翻,=宅,し,.ρ.・,、 ℃ 「5ξ一 ・=撮 黙 瀞 一=一 、・薄 膚 紙 蹴 掘 臼 ㍑.旨,な/

手の立場 に立 ってア ンケー トの内容 が考 え られ た例(組 み立て るカ)

子 どもの姿 ク リニ ックにお願 い したア ン ケー トを回収 した ところ、回答 が2枚 しか入 って

お らず 、 が っか り してい た。
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教師の

評 価 ・支援

活動 の変容

なぜ2枚 しか入 っていなかったのか、一緒に考 えた。 自分がアンケー トに答
える時の ことや、お年寄 り立場 になって考 えるこ とで、アンケー トの取 り方を
変 えるこ とにした。

ヨ
や
ヌ
い　

ミ
マ
く

塩
薯
凱

て
く
ん
え
な

灘
　
　

い
い
選
答
れ

鵬

書

、ら
が
し

辮

を
り
か
方
も

鵜

文
よ
中
う
か

醐

う

の
ら

い

蹴
のアン

この 街 で 不便 だ と思 う こ とに 、

3つ0を して くだ さい。曲

1.坂 が 多 い2.交 番 が な い

3.段 差 溺 多 い4.公 園 が 少 ない

5.バ ス 路線 が1っ しか な い

.お の ・

⑧ 自分の活動を見臥 次のめあてをもつことができた例(振 り返るカ)

子 どもの姿

教師の

評 価 ・支援

今 日はイ ンタ ビューに行 こ うとしたんだけれ ど、内容がせ まかったので、な
お した ら調べ る幅 も広げ られた し、分 か りやす くな ったので良かった し、次の
活動の時には、ちゃん とイ ンタ ビューに行 けそ うでよかった。

(学びの道筋カー ドよ り)

インタビューの内容 を見直 し、自分たちが知 りたい ことが調べ られ る内容 に
す るようア ドバイス した。インタ ビューの内容 も様 々な意見が聞けるものにな
り、次の時聞には張 り切 ってイ ンタ ビュー していた。

活動の変容 駅周辺でイン タビュー しま した。 「バイパスがで きた ら使いたいですか。」 と茎簡
いた ら 「どこにできるんです か。」 と聞かれ 困ったので、今度 は公団の方か ら1

いただいた地図 をもってい こうと思いました。(学 びの道筋カー ドより涯
㈱ ヨ贈心鰍 お鱈壽縦一 溜Pε会、り略辱鴨切聖欲 証躍」餅憎≠琵臨蟹影駅蝕f野配い伽幽 跳執 い・売奪胃弓・・`♪幡 毎」撮蝦 Σ奪`竃に・・尋縦災嬉さ嬉毛榊 二こ熔≦織撚 鰍 ξ鰍 樵 鞠 炉紳点噛 くr_

㊥)1自 分の活動に自信をもつことができた例 ㈱ 返る力)1

子 どもの姿

教師の

評 価 ・支援

靴底の リサイクル に取 り組 みたいと保護者の会で訴 えるために、
何度もして、熱心に準備 を していた。

新聞記事 を見て 「靴底の リサイクル をしたい」 と考え、あちこちに取材 をした
結果、あるメーカー の靴 でない とリサイクルできないことがわかった。そこで、
子 どもたちと相談を して、お母 さんたちの意見を聞いてみることに した。保護者
の会の役員の方々の前で、熱心に訴 えることができた。

活動の変容講 警 嚇2響 書饒 難肇殿 書孫 宗ξ建ど麟 壕 塊 意ち～まく1
(学び の道 筋 カー ドよ り)1

毒_・ 謝瀦糀峨つ壱轟ミ甥餌綿_耳 鄭郡欄 襯 螂葎潟塚麗獅燕 憲輝鱗 桑ミ鼎湧獅離 麗㈱ 一 、 継端 識そ頴w訴・蜜・,き凱・・く溝

●考察

望 ま しい活動 の姿 を4つ のカ に分 け提示 したことによ り、子 どもたちは どのよ うな調べ

方を した らいいのか よく考 えていた。 また、インターネ ッ トや本は、取材 で足 りないとこ

ろを補 うために使い、実際に人 とふれ合 った り、自分 で確 かめた りす る活動が中心になっ

た。調べた ことを整理 した り、「そ こか ら考 えられることは何か」にっいてグループで話 し

合 った りす るよ うな、これまでに見 られ なかった活動 も行 えるようになった。
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事例3「 学びの道筋カー ド」を通 して
一人の子どもの変容を追った例

(6年 挑戦!緑 の屋上計画)

学習過程匡画一======)一
〇1学 期 の 各 自 の 課 題 ○ 環 境 エ ネ ル ギ ー 館 、 屋 ○ こ れ ま で 調 べ た こ と を 振 り 返 り 、 計 画

が 屋 上 緑 化 に つ な が 上 ビ オ ト ー プ 、 渋 谷 区 役 案 を 作 る た め に 自 分 が で き る こ と 、し た

る こ と を 知 る 。 所 、屋 上 緑 化 を 見 学 す る 。 い こ と を1学 期 の 課 題 も 意 識 し て 考 え

る 。(課 題 づ く り)
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屋上緑イに興味をもったが本当にでき

るか心配で、自分なりに調べてみたが

わからないことが多く、どんなものか

実際に見学したいと考えている。

もっと見 たか った とい

う感 想 を 書 い て い る

が 、付箋 の位 置 を見 る

と活動 に十分満 足 して

い ることが分 かる。

1学 期 はゴミ問題について

調 べていた。 また、屋上に

造 るには、材料 を軽 くす る

工夫が必要であ るとい うこ

とに興味をもっていた。

教
師
の
支
援

興味を持っていることにそ った、

本や資料などを紹介する。興味 ・

関心を高めて見学 につな げるよう

に した。

活動が 充実 していた こと

を確認 し、調べ 足 りない

こ とを整 理す る よ う助 言

した。

調 べ た ことのつ なが り

を視 点 として、学習 を

振 り返 り課 題 をつ くる

よ うに助言 した。

考
察

0付 箋の上下の具合によって子どもの情意面が見取れ、そこからカー ドには記述されてい

ない思いを捉えることができた。

○子 どもは学びの道筋カー ドを見て、これまでの学習を関連付けなが ら自分なりの課題を

つくっていた。
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○子 どもが活動の振 り返 りを記入 し、教師が助言を書き入れ ることによ り、子 ども自身が 自分

の活動の よさや課題に気付いた り、次の見通 しをもった りす ることをね らい としたカー ドで

あ る。 このカー ドを毎時間浩用す ることによって、活動 につなが りをもたせ、 自分のカを意

識 しなが ら自ら学習 を確立 してい くことができるか ど うか検証 したい と考えた。

学習過程[亟亟 互 璽 〔=============一

〇 個 々 の 課 題 を 追 究 す る 。 ○ 調 べ た こ と を ま と め て 、報 告 す る 。 ○ 各 学級 の計 画案 を発 表 し・ それ ぞ れ の

よさを生 か して学年 の案 を作 る。
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子

ど
も
を

ど

の
よ
う

に
見
取

っ
た
か

調べ方が単調で、

資料が思うように

見つか らない。

B

友達か ら自分 が知 りた

い情報が出 ているホー

ムペー ジ名 を教 えて も

らい 、「み んなの 意 見

が聞 けて よか った。」

と書いている0

思っていたよ りうまく

資料が見つか らず、「全

然進 まなかった。」 と

書いている。満足度 を

表す付箋の位置も下が

っている,

次時以後の学習の見通

しがもててい るが、そ

れ が 自分 の よ さで あ

り、組み立てる力につ

ながっていることは意

識 していない,

教
師
の
支
援

調べ 方 にっ いて、報

告会 で友達 に聞い て

み るよ う助言 した。

友 達 に 、 も う一 度 ホー

ムペ ー ジ名 を確 認 して

み る よ う助 言 した 。

見通 しをもって学習計画

を立て直すことができた

ことを賞賛 した。

考

察

○子 どもの学習活動が うま く進んでい るか どうか を、付箋 の言葉 と貼ってある位 置に よ

って判断す るこ とがで き、学習 を方 向付 ける個 々に応 じた支援 ができた。

○友達か らのア ドバイス を貼 った り、友達 とカー ドを見せ合 った りす る ことが、 よ りて

いね いに 自己の活動 を振 り返 る姿勢 につな がっていった。
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学習過程[巫 ≡五 面 一==========一 一
〇 屋 上 緑 化 型 ビ オ トー プ を 造 る 。 ○学級の枠を外 して個々の課題追究が生かせ ○ 完 成 後 を 考 え る 。

○ 学 習 し た こ と を 生 活 の 中るグループをつ くり、作業に取 り組む。 で 生 か し て い く 。

教
師
の
支
援

㈹
㎡
亘

も

3
亀

璽

匹

これ まで に調 べて きた こ と

を生 か し、ペ ッ トボ トル を

リサ イ クル して屋 上緑 化 に

生 かそ うと してい る。

調 べ た こ と を 自信 を も

っ て 行 動 に っ な げ て い

く よ うに助 言 した 。

國

振 り返 りカー ドによる自己評価

(各学習過程終了後に記入する。)

幽

図國

0「 つかむ」「むか う」 「生かす」の過程のカー ドをっなげると、自分の取 り組んできた活

考 動の中で4つ の学ぶ力が どの ように育ってきているかを振 り返る上で大変有効であった。

察 ○学習の節 目で行 う振 り返 りカー ドを記入づ一る時にも学びの道筋カー ドを参考に してお り、

活動全体を通 した 自己の成長にも気付 くことができた。
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振 り返 りカー ドよ り

口
翻

φ'

子 どもの 感想 文 より

初 めは屋 上緑化 の こ とが よ

・くわ か らな か った け ど、見 学

}に 行 って よ くわか った し、 調

ll三ll三鱗 三1懸
が あ りそ うな こ と を 探 した,

己ら、課題が つ くれ た。

なかな か いい資料 が見 つ か…

;ら なか った けれ ど 、友達 に調

もo
◎.

oe
ee

eO
o◎

o.
◎o

脅 匂
。

.__雪.fw_,.__

,○ この子 どもは、友達の活動 と比べて、共通

点 ・相違点 に気付いた り、経験や既習の知'

識 をもとに追究する課題を考えた りす るこ

とができて いた。つまり、「組み立てる力」i

よ り、 「選 び出す力」 の方が高まっている}

と評価することができる。 しか し、 自己評

価 では、 「組み立てる力」の方が高まってi

いると判断 して いる。そこで、学びの道筋 …

カー ドを もとに、達成できためあて を一緒

に確認 した。

iべ 方を教 えて も らった らうまく見つ け られた 。 自分 が進 め

て い るこ とが本 当 にこれで 良…

いか ど うか、 確か め なが らで 、

きた と思 う。

・○ 学び の道筋 カー ドで は、友達 の発表

を聞 いて 自分 の活動 を見直 す ことがi

で きた と判 断 し、 「振 り返 る 力」 の・

色 のシール を 自分 で貼 って いた。 ま

た 、活 動 の様子 か らも、 自分が取 り

組 も うとして いる ことが追究可能 か・

どうか を見直す ことが できて いる と

評価 でき る。 したがって 「振 り返 る

力」 につ いては、適 切な 自己評価 が

できている と判断できる。

◆4つ の学 ぶ 力 を 育 て る 上 で の 、 学 び の 道 筋 カ ー ドの 有 効 性

・課題をどのよ うにつ く り、調べて きたか、 自分 の学習 の足跡 を確 かめることによって、一

つ一つの学習 をつな げなが ら学習の計画 を立てた り、計画を修正 した りす る ことができた。

・自分の学習に対す る満足度 を、活動内容 とともに視覚的 にわか りやす く表す ことで、そ こ

か ら自分のよさや課題 を見 つけることがで きた。

・4つ の学ぶ力 ごとに色分 けされ たシール をもとに、身に付 けた い力を意識 した り、自分に

はどんな力がつ いて きて いるか客観的に判断 した りす る ことができた。

・助言 を書 き込んだ り、4つ の学ぶ 力ごとに色分けされ たシール を貼った りす る ことによっ

て、子 どもが気付 いて いな い力をカー ドの中で教師が価値付 けることができた。
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事例4相 互評価で活動を振 り返 り

課題 を同めていった例(4年 矢川たんけん)

毎時間行 う教師の評価や 自己評価 だけではなく、活動の途 中で子 どもが相 互評価 を行 う中間

報告 会を取 り入れ、質の高い課題設 定を行 う事例を紹介す る。

●単元のね らい

進 んで地域の中の素材 にかかわ り、身近 な自然の様子 に気付 く。

の学習の道筋 を振 り返 り、自分のカでできそ うなことを実践す る。

3回 の探検 を通 して、自分

●学習の流れ 探検を3回 に分ける

E画 矢川たんけん1

↓ 矢川 のきれい さや生 き物な ど見ることによ り、 自然 に触れ あ う。

囮 矢川たんけんII

Iで 学習 した ことを生か し、グループに分 かれてテーマ を持 って矢川 を探検す る。

↓ 〔中間報告会 〕

ワ
矢川たん けん皿

最終的な自分のテー マを持 って、今までの経験 を生か して探検を行 う。

●中間報告会を通 して

今 回の学習で子 どもたちは学ぶ力を高め個々の課題 を高めてい くことを意識 している。矢川

たん けんIIか ら1皿に移 る とき、子 ども同士で質問 ・ア ドバイス ・価値付 けをす る中間発表会 を

開いた。

活動時 嘆》 繍 奮 醗 隷讐 騰 破
調 べ よ う。

報告直前 磯㌻

援)を 作ってお く。活動 を見
てつ まず いているところなど
を整理 しておく。

ゲ ス トテ ィ ー チ ャ ー の 方 か ら 、

「シ マ ア メ ン ボ が い る と 、 き れ い

な 川 で あ る と い う証 拠 で す 。」

と 、 聞 い て 課 題 を 設 定 し て い た 。

シ マ ア メ ン ボ

の ヒ ン トを も

らお う 。

職
・顛

活動 してきたことを積極的
に発表で きるように、相談に
乗る。

活動内容がにているグルー
プの紹介も行う。

矢 川たんけんIIで は 、 自分 な り

の活 動をす る ことがで きたが 、他

のグループの情報 も気 にな り出 し

ていた,
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② 中間報告会

1分 間で 自分たちが行 って きた活動 を報告す

る。相 互評価 カー ドを使 い、質問な どを行 う。

③振 り返 り

相 互評価 カー ドを見て、 自分 の活動 を振 り返

る。次 の計画 を立て るときの情報 とす る。

麟

、

本 当 に知 りた い情 報

や 、グル ー プ の特 色 を

生か す よ うに 、相談 に

応 じる。

報 告後 、相互 評 価 カ
ー ドを書 く時 間 を設 け

る。 但 し、全 員書 くこ

とを強 制 しな い。 教師

が カー ド回収 し、見 て

か ら掲示 をす る。

掲示 した後 には 、相

互評 価 カ ー ドと関連 し

た 支援 を行 う。

相 互 評 価 カ ー ド3種 類

発 表 を 聞 い た後 、 「カ が あ るね(認 め る)」 ・「質 問 します 」・「ア ドバ イ ス 」 の3種 類 の カー

ドで相 互 評 価 す る。

力が あるね(働 きかける力)

自信 を持 って発表 してい

たね。

カが あ るね(振 り返る力)

矢川 の環境 の ことをシマ

アメンボで確認 できたね。

報告会後
{駆 たんけんト

、 馳

力があるね(選 び出す力)

シマアメンボの動 くスピ

ー ドを調 べたのがす ごい
。

質問 します

矢川 の全部 の場所 でシマ

ア メンボを調べま したか。

カ が あ るね(組 み立てる力)

「ま とめ」 が わか りや す

い。 皿 でが ん ば っ てね 。

ア ドバ イス

水 が きれ い か ど うか 、パ

ックテ ス トで わ か る よ。

細 砺 父～ 彦が灘 瞭 亀宗巌
▽ 水質を調べる試薬く/を 見て課題 を考える。

㌧ マア、素 てへ)3欝 を講顯 容が高賑
と炎膀 黙 毒 ・

、 矢川たんけん・の経験をいか し
た しかめよ う。1て 、更に質の 高い課題 を設 定す る

こ とがで きた。 自信 を持 って出発

す るこ とができる。

●考察

相互評価 を行 うことに より、普段 は教師 と子 どもとの間で行われ ることが多い評価 を、子 ど

も同士 で評価することができる。また互 いに認め合 うことによ り自らの課題 を高めてい く。

適切 な評価 は、 「教師 が場 を設 定 し子 どもが活動 を進 めやす い よ うにす る。」 こ とを意識 し

て行 ってい く必要 がある。
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IV研 究 の成果 と今後の課 題

本研究では子 どもた ちが学習活動 を進める中で、 自分 の学びを振 り返 り、 よさに気付きな

が ら自分 自身で学びを確 立 して いけ るよ うな評価 と支援 の在 り方につ いて研 究 を進 めて き

た。以下、研究の成果 と今後 の課題 にっいて述べ る。

1研 究の成果

(1)教 師の評価について

① 学ぶ力を観 点 とした評価規準表 を基 に、単元の評価 ・支援 計画 を作成す ることで、子

どもが少 しずっ 自信 をもって主体的に取 り組む 姿が見 られ るよ うになった。

学ぶ力 を明確 に したこ とに よ り、教師が4っ の カを基に した評価 と支援 をあらか じめ

考 えることができ、子 どもの活動 を価値付 けた り、方向付 けた りす るのに役だった。

② 記録簿 を活用す ることで、子 どもの変容 してい く姿が見取れた。

単元の評価 ・支援計画 と照 ら し合 わせ なが ら記録簿 に活動状況を記入 してい くことに

よ り、子 どもの学習の過程 がはっ き りと見え、活動記録の蓄積 になった。 また、 この記

録簿を基に しなが ら、個 に応 じた意 図的な支援 を繰 り返 し行 うことができ、子 どもが変

容 してい く姿 をこの記録簿か ら見取 ることができた。

(2)子 ども自身による評価 について

① 「学びの道筋 カー ド」 を活用 した 自己評価 をす ることで、子 ども 自身が 自分 の成長 に

気付 くこ とができた。

このカー ドによって 自分の活動内容や活動に取 り組 む姿勢、活動の軌跡 を子 ども自身

が振 り返 る ことがで きた。 また、子 どもたちが活動を振 り返 りなが ら、どの よ うなカが

自分に身 に付 いているの か意識す る ことによって、 自己評価能 力を高 める一助 とす るこ

とがで きた。 さらに、教師 が見落 として しまっていた活動 の状況を知 るこ とがで きるの

で、その後の個 に応 じた指導 に、生かす ことができた。

活動の節 目ごとに行 う 「振 り返 りカー ド」 では、4つ の力 を意識 した振 り返 りを子 ど

も自身がす ることによ り、子 どもが 自分の成長 に気付 き、 自信 を もち、次の活動につな

げることがで きた。

② 中間報告会 の中に相互評価 の場 を設定す る ことによ り、 自らの課題 を高め るこ とがで

きた。

活動の途 中に中間報告 会な どの相互評価 の場 を設 定す る ことで、情報交換 を行 って必

要 な情報 を集 めた り、 自分の活動 の価 値に気付 いた り、また、友達の活動の よ さを 自分

の活動の中に生か した りす ることができた。

2今 後の課題

(1)学 ぶ力の評価規準表の再構成

4つ の学ぶカに基づいた評価規 準を作成 したが 、よ りさま ざまな場面 での子 どもの姿 を

拾 い上げ、学ぶカに対応 したさ らに具体的 な文言に整理 してい く。

(2)さ らに活用 しやす い評価 ・支援計画の作成

子 どもの活動 を見取 るための記録簿や評価 ・支援 計画の作成 において、さらに活用 しや

す くなるよ うに形式や項 目作 りに向 け、実際の活動 を通 しなが ら改善 してい く。

(3)実 用的な自己評価 カー ド・相互評価のよ り有効な場面 と形式

自己評価 では、 「学びの道筋 カー ド」 「振 り返 りカー ド」 の内容 と使 い方を工夫 ・改善 し

子 どもの学ぶ力が 高まることにつなが るものに してい く。 また、報告会 な どの相 互評価 の

有効 な場面 と形式について さらに検討 してい く。

一24


